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研究成果の概要（和文）：本研究では，学生の通読能力の測定と，その測定結果や学生の多読状況から，図書の難易度
の決定方法と確立した．まず，通読能力の測定のために，読書速度のリアルタイム計測が可能な電子書籍ビューアと，
通読能力測定オンラインテストシステムの開発を行った．さらに，これらのシステムを実際に運用することで，データ
の収集を行い，学生の通読能力の測定が可能であることを確認した．これらにより，学生の主観や，出版社毎に異なる
難易度基準によらず，統一した基準に基づく図書の難易度の決定ができるようになった．

研究成果の概要（英文）：This research project entailed first measuring students' ability to read fluently 
and then using the results of that assessment to determine a book's level of difficulty.First, in order 
to measure the students' reading ability, we developed an e-book viewer that could measure the students' 
reading speeds in real time and an online test of reading fluency. Subsequently, by making practical use 
of this system and gathering data, we confirmed that it was possible to measure students' ability to read 
fluently.By using students’ personal opinions and without having to rely on the standardized categories 
of degree of difficulty provided by publishers, we were able to determine a book' s level of difficulty 
on the basis of a unified standard.
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１．研究開始当初の背景 
 多読は，文章を分析しながら読むのではな
く大意を把握するような読み方，いわゆる通
読により，読解力や語学能力を高める学習方
法である．英語であれば，小学校就学以前の
児童向けのような簡単な英語の本から始め，
多くの本を読むことにより英文の読解力を
養うものであり，多くの教育的効果があるこ
とが報告されている． 
 信州大学においても，英語教育の一環とし
て，多読が取り入られており，１年次の全学
部学生を中心に，約 1,000 人以上の学生が多
読に取り組んでいる．我々はこの多読を支援
するため，学習者間の情報共有により多読に
対するモチベーションの持続を図るシステ
ムの開発を科研費（基盤 C：21520573）によ
り推進してきた．しかし，これらは学生間の
情報共有という主観的なデータを基に本の
選択を行っているため学生の本来の能力を
示す客観的なデータの取得には至っていな
い． 
 そこで本研究では，図１に示すように，従
来の手法に加え，学生の通読の能力を測定し，
それらの結果に基づいて，図書の推薦を行う
システムの開発を行う．点線部が本研究の範
囲である． 
 さらに，使用する図書が，難易度基準の異
なる複数の出版社が混ざった場合において
も有効に機能するよう，そのシステムを使用
する学生群に対する図書の難易度を自動的
に生成する手法の考案も行う． 
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図１ 概要 
 
２．研究の目的 
 我々は既に，多読支援を行うシステムを開
発し運用を行っている．このシステムでは，
学生が興味を持って読み進めることのでき
るような新しい本との出会いにつながる仕
組みとして，「レコメンド機能」「コミュニテ
ィ機能」を実装し運用を行っている． 
 これらの機能は，学生間の情報共有に基づ
いており，それらは学生の主観的なデータか
らクラスタリングを行った結果によるもの
である．従って，同じようなレベルの本を選
択する場合には，ほぼ間違いのない結果を得
ることが可能である．しかし，「少し上のレ
ベル」や「少し下のレベル」といった本を推
薦する場合，難易度情報が主観的な情報に基
づくものであるため，ある程度の推定は可能
であるが，適切な難易度の図書が推薦 

されている保証ができない． 
 このため先のシステムにおいては，「日本
多読協会」が決定した難易度，あるいは出版
社からの難易度の情報を付加して，望ましい
と思われるレベルの本の推薦を行っている．  
 本研究では，この難易度に基づいた本の推
薦を正確に行うことを目的としている． 
 難易度に基づいた本の推薦を正しく行う
ためには，「学生の本を読む能力の測定」「本
の難易度の決定」が必要である． 
 測定に関しては，大意を把握するような読
み方，いわゆる通読の能力を測定するための
オンラインテストシステムの開発を行う． 
 また，本の難易度に関しては，出版社等が
つける一般的な難易度に加え，現在のシステ
ムによって得られた「学生からみた本の読み
やすさ」等から，本システムを使用する学生
群にとっての難易度を独自に推定するシス
テムの開発を行う．これにより，出版社毎に
異なる難易度の基準の差を吸収することが
可能となる． 
 
３．研究の方法 
 本研究における主な開発要素は，「学生の
通読能力の測定」と「独自の難易度決定方法
の確立」である． 
 このうち，「学生の通読能力の測定」に関
しては，問題提示方法の限定や時間測定など
通読測定に特化したオンラインテストシス
テムの開発が中心となる．この開発に関して
は，既に同様なシステムの開発実績があり，
その成果を応用して実現する． 
 このオンラインテストを開発することで，
学生自身に自分の通読能力を把握させると
共に，通読能力の測定結果と，学生自身の主
観による図書の難易度判定の相関と，これら
のデータの蓄積から，客観的な図書の難易度
の推定を行うことが可能となる． 
 さらに，オンラインテストの実施は，学習
者にとって負荷となり，短いサイクルで行う
ことは困難であることから，日常的に学習者
の通読能力を測定する方法が必要となる．こ
の方法として，学習者が読書を行っている状
態で，読書速度を計測するシステムの開発を
行う．この方法であれば，学習者にとって負
荷にならず，また図書の難易度と同期したデ
ータの収集が可能となる． 
 また，「独自の難易度決定方法の確立」に
関しては，対象となる学生群違いや出版社毎
に異なる難易度設定などを吸収し，学生に適
切な難易度の本を推薦できる推薦システム
の開発を行う． 
 この開発に関しては，先行研究である科研
費での研究開発により図書の推薦システム
の開発が完了しており，さらに，データ解析
を支援する基盤システムの開発実績もある．
したがって，これらのシステムを使い，難易
度決定の手法（アルゴリズム）の考案とパラ
メータ調整が本研究における主な開発項目
となる． 



 
図２ オンラインテストシステム 

 

 
図３ 受験者への測定結果表示 

 
４．研究成果 
 「学生の通読能力の測定」に関しては，通
読能力測定オンラインテストシステムの開
発を行った．このシステムは Web アプリケー
ションとして開発し，学生自身が自分の通読
能力の，いつでも，どこでも測定をできるよ
うにした．図２がオンラインテストシステム
の初期画面である． 
 また，図３に示すように，受験終了後に測
定結果を出力するようにした．これは，受験
結果の基づく通読能力の測定結果であり，各
出版社の難易度尺度との対応をつけて表示
された．これにより，受験者は，図書を借り
る際の難易度の目安を知ることが出来るよ
うになった． 
 このオンラインテストについて100人以上
の学生を対象とした実践を行った．さらに，
他大学にも公開し，複数の大学の協力により，
多量のデータの蓄積が行われた． 
 これに加えて，より正確な通読能力の測定
のために，読書速度のリアルタイム計測が可
能は電子書籍ビューアの開発した．図４にビ
ューアの画面を示す．これは，読書中に，ペ
ージ単位に文字を読む速度の計測すること
で，どの程度の速度が維持できているかをリ
アルタイムで把握する機能をもつものであ
る． 
 また，これによって得られたデータを解析
する機能も開発した．解析結果画面の一例を
図５に示す．これにより，スラスラと本が読
めているか，あるいは，読む速度にばらつき
があるかを知ることが出来るようになった． 

 

図４ 開発した電子書籍ビューア 
 

図５ 読書速度の解析結果 
 
 特に図５の下段は，１つの図書における読
書速度の解析結果である．いままで１冊の図
書の中では難易度は平均化されているとい
う前提により，各出版社により難易度の表示
が行われていたが，この結果は，図書自体に
ページ間で難易度の差があることを示して
いる．このことから，従来の難易度の表記で
は，図書の難易度の実態を表すことができな
いことが示唆された． 
 以上の方法で蓄積されたデータをもとに，
図書の難易度の推定方法の改善と行った．し
かし，今回の方法は，１冊の図書の中では難
易度は平均化されているという従来の前提
に従うものであることから，オンラインテス
トシステムの結果に基づく推薦方法の改善
にとどまった．本研究により，１冊の図書の
中における難易度変化の考慮が，今後の研究
課題となることが明らかとなった． 
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